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Pew Research Centerの概要 

Pew Research Center、世界を形作っている問題、態度、傾向について一般の人々に情報を提供す

る、超党派、非擁護のファクトタンクであり、政策的立場をとっていない。当研究所では、世論

調査、人口統計調査、計算社会科学研究、その他のデータ駆動型研究を実施している。また、政

治・政策、ニュース習慣・メディア、インターネット・テクノロジー、宗教、人種・民族、国際

情勢、社会的・人口動態的・経済的傾向、科学、研究方法論・データサイエンス、移民・移住に

関する研究を行っている。ピュー研究所は、主要な資金提供者であるThe Pew Charitable Trusts

の子会社である。 

© Pew Research Center 2024 
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実施方法 

本報告書では、東アジアと隣接するベトナムの成人10,390人を対象にアンケート調査が行われ

た。現地のインタビュー担当者によって、2023年6月から9月にかけて7か国語でアンケート調査

が実施された。インタビューは4つの社会、香港、日本、韓国、台湾を対象に電話で実施され

た。ベトナムではインタビューは対面で行われた。 

The Pew Charitable TrustsとJohn Templeton Foundationの資金提供による本アンケート調査は、

Pew-Templeton Global Religious Futures projectの一環であり、宗教の変化とそれが世界中の社会

に及ぼす影響を研究するPew Research Centerによる広範な取り組みである。 

同センターはこれまで、サブサハラ・アフリカ地域、中東・北アフリカ地域およびイスラム教徒

の人口が多い地域、ラテンアメリカ; イスラエル、中央および東ヨーロッパ、西ヨーロッパ、イ

ン、南アジアおよび東南アジア、米国で宗教に焦点を当てたアンケート調査を実施してきた。 

アンケート調査を設計する際、質問が文化的に適切なものとなり、回答者がその意図した意味を

理解できるようにするために、アジアの宗教に関する学術専門家からなる諮問委員会への相談

や、日本と台湾で認知インタビューを実施するなど、いくつかの手順が講じられた。（認知イン

タビューでは、回答者は質問を声に出して読み、それに答え、自分の考えについて話し合うよう

求められる。）また、完全なアンケート調査が、フィールドワークの前に5つの地域すべてで事前

テストされた。 

アンケートは英語で作成され、広東語、法華語、日本語、韓国語、北京語、ベトナム語の6つの地

域の言語に翻訳された。ネイティブレベルの能力を備えた言語学者によって翻訳チェックが行わ

れた。「神」への信仰に関する質問では、翻訳者は各言語で神を表す最も一般的な単語を選択

し、特定の宗教の神や女神のみを指す用語を避けるよう指示された。 

回答者は、確率に基づいたサンプル設計を使用して選択された。データは、さまざまな選択確率

を考慮し、成人人口の人口統計学的ベンチマークと一致するように重み付けされている。これに

より、調査が年齢、性別、教育の観点からより広範な国民を代表するものとなることが保証され

ている。 

詳細については、報告書の「方法論」セクション (英語) および完全なアンケート調査 (英語) 

を参照のこと。 

  

https://www.pewresearch.org/topic/religion/religious-demographics/pew-templeton-global-religious-futures-project/
http://www.pewforum.org/2010/04/15/executive-summary-islam-and-christianity-in-sub-saharan-africa/
https://www.pewresearch.org/religion/2012/08/09/the-worlds-muslims-unity-and-diversity-executive-summary/
http://www.pewforum.org/2013/04/30/the-worlds-muslims-religion-politics-society-overview/
http://www.pewforum.org/2013/04/30/the-worlds-muslims-religion-politics-society-overview/
http://www.pewforum.org/2014/11/13/religion-in-latin-america/
http://www.pewforum.org/2016/03/08/israels-religiously-divided-society/
http://www.pewforum.org/2017/05/10/religious-belief-and-national-belonging-in-central-and-eastern-europe/
https://www.pewforum.org/2018/05/29/being-christian-in-western-europe/
https://www.pewresearch.org/religion/2021/06/29/religion-in-india-tolerance-and-segregation/
https://www.pewresearch.org/religion/2021/06/29/religion-in-india-tolerance-and-segregation/
https://www.pewresearch.org/religion/2023/09/12/buddhism-islam-and-religious-pluralism-in-south-and-southeast-asia/
https://www.pewforum.org/religious-landscape-study/
https://www.pewresearch.org/religion/2024/06/17/religion-in-east-asia-methodology/
https://www.pewresearch.org/wp-content/uploads/sites/20/2024/06/PR_2024.06.17_religion-in-east-Asia_questionnaire.pdf
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東アジア社会における宗教性と精神性 
香港、日本、韓国、台湾、および隣接するベトナムで実施された
アンケート調査では、多くの人が自分は宗教的ではないと思って
いるが、目に見えない存在を信じ、先祖の霊を崇拝し、儀式を行
っていると答えていることが判明した 
 

見方によっては、東アジアは世界で最も宗教性

の低い地域の一つのように思われる。     毎日祈

ったり、宗教が生活の中で非常に重要であると

答えた東アジアの成人は比較的少数である。ま

た、Pew Research Centerが東アジアおよび隣接

するベトナムの成人1万人以上を対象に実施した

新たなアンケート調査によると、離反率（宗教

から離れる人々）は世界で最も高い部類に入

る。 

しかしながら、本アンケート調査結果による

と、その地域の多くの人々が依然として宗教的

または精神的な信念を持ち、伝統的な儀式に参

加しているということも判明した。

  

注：Pew Research Centerが 2008年以降にアンケート調査を実施した102

の地域から選ばれた。過去のアンケート調査で得られたものは、一般に

地域のパターンを代表している。102の地域すべてのデータと分析につい

ては、本報告書の後半にある「世界の他の地域と比較した東アジアにお

ける宗教の転向」をお読みください。 

出典：アンケート調査は2008年から2023年まで実施された。 

「東アジア社会における宗教性と精神性」 

PEW RESEARCH CENTER 

特定の地域と比較した東アジアとベト

ナムにおける宗教離れ 

幼少期の宗教から離れ、もはやどの宗教にも
属さないと答えた各地域の成人の割合（%） 

https://www.pewresearch.org/religion/2024/06/17/practices/
https://www.pewresearch.org/religion/2024/06/17/practices/
https://www.pewresearch.org/religion/2024/06/17/religion-as-a-way-of-life/
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▪ 香港、日本、韓国、台湾、ベトナムでアンケート調査に参加した成人の大多数は、神や目

に見えない存在を信じていると答えている。 

▪ 宗教的な裏付けを持つ先祖崇拝の儀式に参加している人も少なくない。例えば日本では、

70%の人が過去12か月以内に先祖にお供え物をしたりして供養したと報告している。ベト

ナムでは、86%が昨年この儀式を行っている。 

▪ 宗教上の人物や神に対して祈ったり、敬意を表したりすることはかなり一般的である。た

とえば、香港では成人の30%が慈悲の神である観音に祈ったり敬意を表したりしていると

回答し、台湾では46%が仏陀に祈ったり敬意を表したりしていると回答している。 

台湾の27％から香港の61％に至るまで、この地域全体の多数の成人が「無宗教」と回答してい

る。しかしながら、宗教に無所属の人々の間でも、半数以上が亡くなった先祖のためにお供物を

しており、少なくとも10人中4人が神や目に見えない存在を信じている。また、4分の1以上の人

が、山、川、木には精霊がいると答えている。 

つまり、これらの社会の宗教を、人々が宗教に属していると回答したかどうかではなく、何を信

じ、何を行うかによって測ると、この地域は当初考えられていたよりも宗教的に活気が溢れてい

るということである。 

東アジア人で宗教が生活の中で非常に重要だと考えている人はほとんどいない

が、多くの人は先祖に供物をし、神や目に見えない存在を信じている。 

次のように回答した各地域の成人の割合（%） 

注：回答者は、過去12か月間、先祖にお供え物をしたりして供養したかどうか尋ねられた。回答者は、神を信じているか、あるいは

世界には神や精霊などの目に見えない存在が存在すると思うか、と別々に尋ねられた。「神」は、特定の宗教の神や女神を指すこと

なく、可能な限り一般的な用語を使用して各言語に翻訳された。 

出典：2023年6月2日～9月17日にアジアの5つの地域の成人を対象に実施されたアンケート調査。詳細については、「方法論」をお

読みください。「東アジア社会における宗教性と精神性」 

PEW RESEARCH CENTER 
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https://blogs.bl.uk/asian-and-african/2020/02/guanyin.html
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東アジアの宗教に関するデータを収集することは複雑な課題である。宗教の概念が学者によって

この地域に持ち込まれたのは、わずか1世紀ほど前のことであり、「宗教」の一般的な訳語 (中国

語の宗教zongjiao、日本語の宗教、韓国語の宗教jonggyoなど)は、多くの場合、組織化された階

層的な形態を指すと理解されており、キリスト教や新しい宗教運動などの宗教は、アジアの伝統

的な精神性の形態ではない。 

アンケート調査には、人々の生活の中で宗教がどれほど重要であるかなど、世界の他の地域で宗

教遵守を測定するために長年使用されてきたいくつかの質問が含まれていた。ただし、本報告書

は、祖先崇拝、自然界における精霊の存在在、     神や宗教上の人物に対する敬意、死後の世界に

ついての信念、アイデンティティとは別に、     宗教との個人的なつながりを含む、アジア社会で

比較的一般的な信念と実践を測定するために設計された新しい質問に重点を置いている。 

本報告書は、東アジアの4つの社会 (香港、日本、韓国、台湾) ならびに隣接するベトナムの成人

10,390人を対象とした大規模な地域調査に基づいている。アンケート調査は、2023年6月2日から

9月17日まで7か国語で実施され、Pew Research Centerが以前に発表した中国、インド、南アジア

および東南アジアの宗教に関する研究に基づいている。 

本概要のその他のハイライト：地域における宗教転向 | 東アジアにおける宗教転向と世界の他

の地域との比較 | 一般的な信念と実践 | 東アジアの元仏教徒と生涯仏教徒を比較する方法 | 本

報告書のその他の重要な調査結果 

 

 

 

 

 

 

 

完全な報告書は英語で入手できます。 

第1章：宗教の風景と変化  

第2章：生き方としての宗教  

第3章：信念  

第4章：実践  

第5章：先祖崇拝、葬儀、死後の世界への信仰  

第6章：宗教、政治、社会  

 

https://brill.com/display/book/edcoll/9789004443327/BP000012.xml
https://www.pewresearch.org/religion/2023/08/30/measuring-religion-in-china/#What-%E2%80%9Creligion%E2%80%9D-means-in-China
https://www.degruyter.com/document/doi/10.1515/9783110547801-002/html?lang=en
http://afe.easia.columbia.edu/cosmos/bgov/religion.htm
https://compass.onlinelibrary.wiley.com/doi/abs/10.1111/j.1749-8171.2011.00307.x
https://ceres.rub.de/de/forschung/projekte/characteristics-of-the-concept-de/
https://www.pewresearch.org/religion/2024/06/17/ancestor-veneration-funerals-and-afterlife-beliefs/
https://www.pewresearch.org/religion/2024/06/17/beliefs/
https://www.pewresearch.org/religion/2024/06/17/practices/
https://www.pewresearch.org/religion/2024/06/17/ancestor-veneration-funerals-and-afterlife-beliefs/
https://www.pewresearch.org/religion/2024/06/17/religion-as-a-way-of-life/
https://www.pewresearch.org/religion/2023/08/30/measuring-religion-in-china/
https://www.pewresearch.org/religion/2021/06/29/religion-in-india-tolerance-and-segregation/
https://www.pewresearch.org/religion/2023/09/12/buddhism-islam-and-religious-pluralism-in-south-and-southeast-asia/
https://www.pewresearch.org/religion/2023/09/12/buddhism-islam-and-religious-pluralism-in-south-and-southeast-asia/
https://www.pewresearch.org/religion/2024/06/17/religious-landscape-and-change-in-east-asia/
https://www.pewresearch.org/religion/2024/06/17/religion-as-a-way-of-life/
https://www.pewresearch.org/religion/2024/06/17/beliefs/
https://www.pewresearch.org/religion/2024/06/17/practices/
https://www.pewresearch.org/religion/2024/06/17/ancestor-veneration-funerals-and-afterlife-beliefs/
https://www.pewresearch.org/religion/2024/06/17/religion-politics-and-society/
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東アジアをどう定義するか 

通常、東アジアには中国、香港、日本、マカオ、モンゴル、北朝鮮、韓国、台湾が含まれると考え

られている。地政学的観点では、ベトナムは東南アジアの一部として分類されることが頻繁にあ

る。ただし、中国との歴史的なつながりや儒教の慣習など、いくつかの理由から東アジアとともに

ベトナムでもアンケート調査を実施した。さらに、ベトナムの仏教徒は、東アジア全域に見られる

のと同じ系統の仏教 (大乗) を実践している。  

本報告書全体を通じて、「東アジア」という用語は香港、日本、韓国、台湾を指す。 

より広範な「地域」全体の傾向について議論する場合、ベトナムも含まれる。 

法的および物流上の理由から、一般に東アジアの一部と考えられている他のいくつかの地域につい

てはアンケート調査は実施しなかった。現在、中国では中国以外の組織が本土で調査を行うことが

認められておらず、北朝鮮では世論調査も実施できない。モンゴルでは、国民の大部分が遊牧生活

を送っているため、全国を代表する調査を実施することが困難である。マカオは人口が比較的少な

いため、調査は実施しなかった。 

https://asiasociety.org/countries-regions/east-asia
https://asiasociety.org/countries-regions/east-asia
https://www.britannica.com/place/Vietnam/Vietnam-under-Chinese-rule
https://www.jstor.org/stable/pdf/j.ctv3zp043.6.pdf?refreqid=fastly-default%3A9a8fd9f6572644cbba3eff48ba5b2684&ab_segments=&origin=&initiator=&acceptTC=1
https://www.oxfordbibliographies.com/display/document/obo-9780195393521/obo-9780195393521-0015.xml
https://www.chinafile.com/ngo/latest/fact-sheet-chinas-foreign-ngo-law
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地域における宗教転向 

調査対象となった人のほとんどは、宗教に属していないか、仏教徒であると自認している。さら

に、韓国と香港では成人のかなりの割合がキリスト教徒であると自己認識しており、台湾にはか

なりの数の     道教信者（道士とも綴られる）がいる。1  

  

 
1ベトナムの2019年人口・住宅国勢調査によると、総人口の86%が無宗教であり、本調査では無宗教であると自己認識しているベト

ナム人成人の48%よりもはるかに高い割合となっている。ベトナムの国勢調査によると、仏教徒の割合（全人口の5％）は、本調査

結果の割合（成人の38％）よりもはるかに小さいことが示されている。しかしながら、米国国務省によると、ベトナムの国勢調査で

は、ベトナム仏教サンガに正式に登録している人のみが仏教徒としてカウントされるという。 

香港、韓国、ベトナムで最も一般的な宗教は「無宗教」である。 

現在以下のように自己認識している各地域の成人の割合（%）。 

 

注：「その他の宗教」には、「イスラム教」、「儒教」、「地域宗教・土着宗教」、「複合宗教」、日本では「神道」を選択した人

も含まれる。「わからない・回答を控える」の回答は表示されない。 

出典：2023年6月2日～9月17日にアジアの5つの地域の成人を対象に実施されたアンケート調査。詳細については、「方法論」をお

読みください。 

「東アジア社会における宗教性と精神性」 

PEW RESEARCH CENTER 

香港 

韓国 

ベトナム 

日本 

台湾 

61% 

52 

48 

42 

27 

14% 

14 

38 

46 

28 

20% 

32 

10 

2 

7 

1% 

0 

0 

0 

24 

3% 

1 

3 

9 

12 

無宗教・無教 仏教徒 キリスト教徒 道士 他の宗教 

https://www.gso.gov.vn/en/data-and-statistics/2020/11/completed-results-of-the-2019-viet-nam-population-and-housing-census/
https://www.state.gov/reports/2021-report-on-international-religious-freedom/vietnam/
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ただし、この地域における宗教的アイデンティ

ティは驚くべき変化を遂げつつある。多くの人

は、自分たちは今主張しているものとは異なる

宗教的アイデンティティを持って育ったと回答

している。 

宗教的な教育から離れて別の宗教に、あるいは

無宗教に転向した人の割合は、ベトナムの成人

の17％から香港と韓国の成人の53％に及んでい

る。  

(運動があらゆる方向に進み、必ずしも正式な

儀式や儀礼が伴うわけではないことを示すため

に、「改宗ではなく「（信仰の）転向」という

用語を使用している。) 

宗教転向の割合は、慣習内での転向ではなく、

世界の主要な宗教慣習間の移行に基づいてい

る。たとえば、キリスト教と仏教の間の転向はこれらの尺度で検出されるが、カトリックとプロテ

スタントの間の転向、またはイスラム教の異なる宗派の間の転向は検出されない。 

また、特定の宗教から無宗教に移行した人、またはその逆に転向した人もカウントされる。 

  

香港と韓国の成人の53%が子供の頃から

宗教的アイデンティティを変えている 

各地域の成人の%が、今日以下の宗教的アイデンティティ

を持っている。 

注：この分析では、次のカテゴリ間の宗教転向を測定する。キ

リスト教徒、イスラム教徒、ユダヤ教徒、仏教徒、ヒンズー教

徒、「その他の宗教」、「無宗教」、および無回答者。 

出典：2023年6月2日～9月17日にアジアの5つの地域の成人を対

象に実施されたアンケート調査。詳細については、「方法論」

をお読みください。 

「東アジア社会における宗教性と精神性」 

PEW RESEARCH CENTER 

育った頃と同じ 育った頃とは異なる 

香港 

韓国 

台湾 

日本 

ベトナム 

47% 

47 

58 

68 

83 

53% 

53 

42 

32 

17 
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宗教転向の大部分は宗教離れで

ある。東アジア人の多くは、幼

少期にある宗教の中で育ったも

のの、今は何の宗教にも属さな

いと回答している。（隣接する

ベトナムではこれはあまり一般

的ではない。） 

宗教離れのほとんどが、仏教、

キリスト教、道教からである。

たとえば、香港の成人の15%

は、キリスト教徒として育てら

れたが、現在は無宗教であると

回答している。また、韓国と日

本の成人の14％は、仏教徒とし

て育てられたが、もはやどの宗

教にも属さないと回答して 

いる。 

しかしながら、宗教の転向率が高いのは、人々が宗教を放棄することだけが原因ではない。韓国 

(12%) と香港 (9%) では現在、成人のおよそ10人に1人がキリスト教徒であると自認しているが、仏

教など異なる宗教的慣習の中で育ったか、宗教的アイデンティティを持たずに育ってきた。 

同様に、台湾では成人の11%、ベトナムでは10%が仏教以外で育ったものの、現在は仏教徒であ

ると自己認識している。 

  

東アジアでは、もはや宗教を自己認識していない人

の多くが仏教徒として育てられた 

自分は以下の宗教として育てられたが、現在は無宗教だと回答した各地域の
成人の割合（%）。 

注：この表の「他の宗教」には、イスラム教徒として育てられたと回答した人、儒

家、地元の宗教または先住民の宗教や宗教の組み合わせまたは他の宗教、子供の頃の

宗教を答えなかった人、そして日本では、自分は「神道」で育てられたと回答した人

が含まれる。数値は四捨五入の関係で表示の小計に加算されない場合がある。 

出典：2023年6月2日～9月17日にアジアの5つの地域の成人を対象に実施されたアンケ

ート調査。詳細については、「方法論」をお読みください。 

「東アジア社会における宗教性と精神性」 

PEW RESEARCH CENTER 

香港 

韓国 

台湾 

日本 

ベトナム 

仏教徒 

キリスト
教徒 道士 他の宗教 

13% 

14 

5 11 4 

3 

14 

1 

4 

3% 6% 

5 

37% 

35 

22 

21 

15% 

17 

2 

生涯内に宗教から

離れた人の合計 

1 

4 

https://link.springer.com/chapter/10.1007/978-981-99-5829-0_3
https://link.springer.com/chapter/10.1007/978-981-99-5829-0_3
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それでも、総合的に見ると、宗

教に属していない人々は、調査

対象地域のうち4つの地域で転

向したことで純増を得ており、

分析では他のすべての宗教団体

から脱会している。 

たとえば香港では、成人の30%

が無宗教で育ったと答えている

が、現在61%が宗教に無所属で

あると自己認識しており、これ

は31ポイントの増加である。 

ベトナムは、宗教転向により無

宗教の人々が純損失を経験した

唯一の調査対象地域である。ベ

トナムの成人の55％は無宗教で

育ったと言っているが、48％

は現在無宗教であると自己認識

している。 

一方、香港、日本、韓国では仏

教徒が宗派転向による純減を経

験している。たとえば、韓国の

成人の29%は仏教徒として育て

られたと答えているが、14%は

現在仏教徒であると答えてお

り、15ポイント減少している。 

一方、台湾とベトナムでは宗教

転向により仏教徒が若干増加し

ている。 

(宗教の転向について詳しく

は、第1章をお読みください。) 

香港、日本、韓国では仏教の「宗教転向」により信

者が減少した 

各地域の成人の%が、それぞれの所属宗教グループとして育ち、現在もそれ
ぞれの所属宗教グループであると自己認識している 

出典：2023年6月2日～9月17日にアジアの5つの地域の成人を対象に実施されたアンケ

ート調査。詳細については、「方法論」をお読みください。 

「東アジア社会における宗教性と精神性」 

PEW RESEARCH CENTER 

香港 

韓国 

日本 

ベトナ
ム 

台湾 

無宗教・
無教義 

仏教徒 

キリスト
教徒 

無宗教・
無教義 

仏教徒 

キリスト
教徒 

無宗教・
無教義 

仏教徒 

キリスト
教徒 

無宗教・
無教義 

仏教徒 

キリスト
教徒 

無宗教・無
教義 

仏教徒 

キリスト
教徒 

道士 

10 

30% 育った 

25 育った 

23 育った 

9 育った 

33 

38 

24 

25 7 

42 

28 

55 育っ
 

48 現在 

27 現在 

52 現在 

14 

32 40 

29 

57 46 

2 

3 

5 

42 現在 

61% 現在 

9 

29 

26 

20  

14 
31ポイントのネ
ットゲイン 
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世界の他の地域と比較した東アジアにおける宗教転向 

東アジアの宗教転向率（日本の32%から香港と韓国の 53%）は、Pew Research Centerが他の多く

の地域で測定したものよりも高い。2たとえば、2019年以来、カンボジア、インド、インドネシ

ア、マレーシア、シンガポール、スリランカ、タイを含むアジア全域の宗教に関する以前の調査

では、シンガポールの宗教転向率（35％）のみが東アジア社会で見られる率に近い。 

2017年に西ヨーロッパの15の地域を対象に行った調査でも、数十年にわたる宗教分離により無宗

教人口が急増している地域であり、転向率が40%を超えた国は見当たらなかった (最高はオラン

ダの36%であった)。 

また、2023年夏に収集したデータによると、米国では成人の28%が自分たちが育った宗教的慣習

をもはや意識していない。 

ラテンアメリカや中東・北アフリカ地域など、世界の他の地域では、宗教転向ははるかに一般的

ではない。3 

  

 
2この分析では、アルメニア、アゼルバイジャン、ジョージアがアジアに含まれている。これらのコーカサス3か国は、黒海とカスピ

海の間に位置し、ヨーロッパとアジアの国境地帯にある。 
3この分析では、次のカテゴリ間の宗教転向を測定する。キリスト教徒、イスラム教徒、ユダヤ教徒、仏教徒、ヒンズー教徒、「その

他の宗教」、「無宗教」、および無回答者。より詳細なカテゴリー（カトリックとプロテスタント、プロテスタントの異なる宗派、

仏教内のさまざまな学派など）を分析に使用した場合、宗教を変えたと考えられる人の割合は増加すると考えられる。（例として、

米国における宗教転向に関する2015年の詳細な分析をお読みください。）世界中で一貫した比較を可能にするために、世界の主要な

宗教慣習のレベルで転向を分析した。 

https://www.pewresearch.org/religion/2021/06/29/religion-in-india-tolerance-and-segregation/#religious-conversion-in-india
https://www.pewresearch.org/religion/2021/06/29/religion-in-india-tolerance-and-segregation/#religious-conversion-in-india
https://www.pewresearch.org/religion/2023/09/12/buddhism-islam-and-religious-pluralism-in-south-and-southeast-asia/#share-of-singaporeans-identifying-as-christian-or-unaffiliated-is-increasing
https://www.pewresearch.org/religion/2018/05/29/being-christian-in-western-europe/
https://academic.oup.com/esr/article/25/2/155/491158
https://www.pewresearch.org/religion/2023/12/07/spirituality-among-americans/
https://www.pewresearch.org/religion/2015/05/12/chapter-2-religious-switching-and-intermarriage/


15 

PEW RESEARCH CENTER 

www.pewresearch.org 

  



16 

PEW RESEARCH CENTER 

www.pewresearch.org 

また、2008年以来世界中で収集したデータを分析し、東アジアとベトナムの離散率が他の地域と

どのように比較されているかを確認した。 

香港（37%）と韓国（35%）は、宗教の中で育ったものの、もはやその宗教に属していないとい

う成人の割合が世界で最も高い。これにノルウェー（30%）、オランダ（29%）、ベルギー

（28%）などの西ヨーロッパ諸国が続く。 

また、他の 2 つの東アジア社会、台湾（22%）と日本（21%）もリストの上位に挙がっている。  

長年にわたって調査したほとんどの地域、中央および東ヨーロッパ、中東・北アフリカ地域、お

よびサブサハラ・アフリカ地域の大半の調査対象地域を含む）では、成人のおよそ5%以下は、宗

教を信じて育ったものの、現在は無宗教であると答えている。本報告書のために調査した5つの

地域のうち、離脱率がこれほど低いのはベトナム（4%）だけである。 

102の社会および地域で調査を実施した時期については、     付録Aをご覧ください。） 

  

https://www.pewresearch.org/religion/2017/05/10/religious-affiliation/#few-adults-across-the-region-say-they-have-switched-religious-traditions
https://www.pewresearch.org/religion/2012/08/09/the-worlds-muslims-unity-and-diversity-1-religious-affiliation/#low-rates-of-religious-switching
https://www.pewresearch.org/religion/2010/04/15/executive-summary-islam-and-christianity-in-sub-saharan-africa/
https://www.pewresearch.org/religion/2024/06/17/religion-in-east-asia-appendix-a-sources/
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一般的な信念と実践 

Pew Research Centerの宗教調査では、「あなたの人生において宗教はどのくらい重要ですか?」

とよく尋ねられます。私たちはこの質問を、地域や時代を超えて人々の生活の中で宗教が果たし

ている役割を測定するための多くの方法の 1 つとして使用します。  

東アジアの一部の地域では宗教への帰属率が比較的低いこと、また「宗教」 という言葉をアジア

の数か国語言に翻訳することの複雑さを考慮すると、この地域で宗教が自分にとって「非常に重

要である」と答えた人が比較的

少ないことは、おそらく驚くべ

きことではないであろう。 

調査を実施した5つの地域で

は、宗教が人生において非常に

重要であると答えた成人は

26％にすぎず、そのうち日本

ではわずか6％であった。4 一

部の近隣のアジア諸国を含む世

界の他の地域では、調査により

さらに高い数値が判明すること

がよくある。5 

ただし、人生において宗教がそ

れほど重要であるとは考えてい

ない多くの人が、さまざまな宗

教的実践に従事し、さまざまな霊的信念を抱いている。 

 
4 Pew Research Center、中国政府による外国研究機関への規制により、中国での調査を実施できなかった。ただし、2018年に中国で

行われた世界価値観調査では、中国人成人の13%が宗教が人生において非常に重要であると答えていることが判明した。詳細につい

ては、2023年の報告書「中国における宗教の測定」をお読みください。 
5たとえばインドでは、2019年から2020年の調査によると、成人の84%が宗教が人生において非常に重要であると答えている。ま

た、2022年に調査が実施された南アジアと東南アジアの6か国でも、シンガポールを除くすべての地域で成人の過半数がそのように答

えている。シンガポールでも、成人の36%が宗教を人生において非常に重要なものと考えている。中欧、東欧、西欧でで実施された

2015年から2017年の調査によると、宗教に関するセンターの研究で、この質問に対する態度が東アジアとやや似ていることが判明し

たのはヨーロッパだけであり、ヨーロッパ34か国の成人の中央値20％が、宗教は人生において非常に重要であると答えている。 

この地域の人々は、宗教が生活の中で非常に重要であ

ると言うよりも、精神的な世界に関わる傾向が高い 

次のように回答した各地域の成人の割合（%） 

 

カルマが
存在する
と考える 

夢またはその他の
形で先祖の霊が訪
れたことがある 

瞑想を実践

したことが
ある 

毎日祈
ってい
る 

宗教は生活
の中で非常
に重要であ
ると考える 

香港 76% 16% 22% 13% 11% 

日本 16 36 30 19 6 

韓国 48 40 59 21 16 

台湾 87 36 34 16 11 

ベトナム 75 42 16 20 26 

注：暗い色合いは、より高い値を表す。回答者には、先祖の霊が夢の中でやって来た

り、あるいは他の形で一緒にいると感じたことがあるかどうかを個別に尋ねた。 

出典：2023年6月2日～9月17日にアジアの5つの地域の成人を対象に実施されたアン

ケート調査。詳細については、「方法論」をお読みください。 

「東アジア社会における宗教性と精神性」 

PEW RESEARCH CENTER 

https://www.pewresearch.org/religion/2024/06/17/religion-as-a-way-of-life/#importance-of-religion-around-the-world
https://www.pewresearch.org/religion/2024/06/17/religion-as-a-way-of-life/#importance-of-religion-around-the-world
https://www.pewresearch.org/religion/2023/08/30/measuring-religion-in-china/
https://www.pewresearch.org/religion/2021/06/29/religious-practices-2/
https://www.pewresearch.org/religion/2023/09/12/religious-practices-southeast-asia/#personal-importance-of-religion
https://www.pewresearch.org/religion/2018/10/29/eastern-and-western-europeans-differ-on-importance-of-religion-views-of-minorities-and-key-social-issues/#religious-commitment-particularly-low-in-western-europe
https://www.pewresearch.org/religion/2018/10/29/eastern-and-western-europeans-differ-on-importance-of-religion-views-of-minorities-and-key-social-issues/#religious-commitment-particularly-low-in-western-europe
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例えば台湾では、宗教が自分にとって非常に重要であると答えた成人はわずか11％だが、87％が

カルマを信じており、36％が先祖の霊が訪れたことがあると答え、34％が瞑想を行ったことがあ

ると答えている。 
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東アジアや近隣のベトナムで

は、先祖の霊が長い間儀式の焦

点となっており、先祖崇拝は今

でも広く行われている。調査を

実施したすべての地域の成人の

およそ半数以上が、先祖にお供

えなどをして供養したと答えて

いる。この習慣は仏教徒や特定

の宗教を信仰していない人々の

間でよく見られる。  

特に印象的な例を 1 つ挙げる。

宗教に属さないのベトナム人成

人の92％は、過去1年間に先祖

に供物をしたことがあると答え

ている。 

亡くなった親族とのこうしたつ

ながりは、必ずしも一方通行と

みなされているわけではない。

香港を除くすべての地域で、成

人の約10人に4人が、夢などの

形で先祖の霊が訪れたことがあ

ると回答している。 

5つのすべての地域で調査を受

けた成人のほとんどは、神や神

や精霊などの目に見えない存在

を信じていると回答した。宗教

に無所属の成人が神や目に見え

ない存在を信じる割合はキリス

ト教徒や仏教徒に比べて低いも

調査対象となった地域の宗教に無所属の成人の少な

くとも半数が、先祖を供養するために最近お供え物

をしたと報告している。 

 

注：回答者は、神を信じているか、あるいは世界には神や精霊などの目に見えない存

在が存在すると思うか、と別々に尋ねられた。「神」は、特定の宗教の神や女神を指

すことなく、可能な限り一般的な用語を使用して各言語に翻訳された。日本のキリス

ト教徒のサンプルサイズは分析するには小さすぎる。 

出典：2023年6月2日～9月17日にアジアの5つの地域の成人を対象に実施されたアンケ

ート調査。詳細については、「方法論」をお読みください。 

「東アジア社会における宗教性と精神性」 

PEW RESEARCH CENTER 

過去12か月間に先祖にお供え物をしたりして供養したと答えた各地域

の成人の割合（%） 

 

神や目に見えない存在を信じていると答えた各地域の成人の割合

（%） 

香港 

日本 

韓国 

台湾 

ベトナム 

香港 

日本 

韓国 

台湾 

ベトナム 

香港 

日本 

韓国 

台湾 

ベトナム 
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70 

52 

77 

86 
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64 

60 

90 

59 

一般集団 キリスト教徒 無宗教 仏教徒 

山、川、木々には独自の霊が宿っていると思うと答えた各地域の成人の

割合 
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33 

31 

33 

51% 

59 

56 

69 

92 
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81 

81 

83 

91 

0% 

0% 

0% 

92% 67% 94% 

85 

94 
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96 

72 

68 

70 53 

42 

46 

35% 

45 

25 

53 

40 

25% 

18 

37 

42 

43% 

53 

39 

67 

56 

35% 

51 

25 

59 

47 

75 

https://www.nytimes.com/2023/03/27/dining/tomb-sweeping-day-food.html
https://www.nytimes.com/2023/03/27/dining/tomb-sweeping-day-food.html
https://www.pewresearch.org/religion/2024/06/17/ancestor-veneration-funerals-and-afterlife-beliefs/
https://www.pewresearch.org/religion/2024/06/17/ancestor-veneration-funerals-and-afterlife-beliefs/
https://www.pewresearch.org/religion/2024/06/17/ancestor-veneration-funerals-and-afterlife-beliefs/
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のの、いずれの地域でも少なくとも10人に4人の無所属の成人がこれらの信念を表明している。

台湾では、宗教に無所属の人の4分の3が、神や目に見えない存在を信じていると答えている。 

成人のかなりの割合が、自然を目に見えない霊の領域だと考えている。台湾、日本、ベトナムで

は、成人の約半数以上が、山、川、木々には独自の魂が宿っていると信じていると回答している。 

  

https://www.pewresearch.org/religion/2024/06/17/beliefs/
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東アジアの元仏教徒と生涯仏教徒を比較する方法 

これまで見てきたように、東アジアでは多くの宗教的離脱が見られる。香港の成人の37％、韓国

の35％、台湾の22％、日本の21％が、幼少期に仏教、キリスト教、道教などの宗教の中で育った

が、現在はどの宗教にも属していないと答えている。（比較すると、ベトナムの成人で無宗教に

なっている人はわずか4％である。） 

同時に、自分は無宗教であると言う人の多くは、それでも何らかの宗教的信念を表明し、伝統的

なスピリチュアルな行動を行っていると答えている。 

これにより、次のような疑問が生じる。アジアにおいて宗教への所属はどれほど重要であるか。

宗教的なレッテルは本当に重要であるのか。  

簡単に言うと、その答えは「はい」である。人々が自分自身を説明する方法には、確かに意味が

ある。東アジア人の 3 つのカテゴリーを例に上げる。  

▪ 生涯仏教徒 (仏教徒として育てられ、今でも仏教徒であると考えている人々) 

▪ 元仏教徒で現在は無所属（仏教徒として育てられたが、もはやどの宗教にも属さないと答

えた人） 

▪ 生涯無所属（自分は何の宗教にも属さずに育ったが、今でも何の宗教にも属さないと答え

た人） 

アンケート調査を実施した東アジアの4つの対象地域である香港、日本、韓国、台湾には、3つのカ

テゴリーすべてに当てはまる人々が十分におり、各グループの詳細な分析が可能である。これらす

べての地域で、生涯仏教徒は、元仏教徒よりもかなり高い割合で宗教的実践に参加し、宗教的信念

を保持していると一貫して報告している。ただし、元仏教徒には、幼少期に仏教徒だった影響が何

らかの形で残っている可能性もあり、これらの人々は平均して、生涯無宗教だった人よりも幾分信

仰心が強い。  
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たとえば、台湾の生涯仏教徒

は、元仏教徒よりも寺院や仏塔

に行くと回答する可能性が30

ポイント高い (91% 対 61%)。

一方、元仏教徒は、生涯無宗教

だった台湾人よりも寺院や仏塔

を訪れる可能性が16ポイント高

い (61%対45%)。 

先祖を崇拝することに関するア

ンケートの質問にも同様のパタ

ーンが見られる。3つのカテゴ

リーすべてのほとんどの人が、

過去12か月以内に先祖供養をす

るためにお香を焚いたと述べて

いますが、この活動は生涯仏教

徒の間で最も一般的である。香

港では、生涯仏教徒の84％が

過去1年間に先祖のためにお香

を焚いたことがあり、元仏教徒

の65％と生涯無所属の仏教徒

の59％がお香を焚いたことが

あると回答した。 

さらに、これらの回答者の仏教

徒の概念において、仏教徒は一

般に、生涯の仏教徒よりも生涯

無所属の仏教徒に近い。日本の

生涯仏教徒の大多数（57％）

は、仏教を「行動を導くための

一連の倫理的教え」と見なして

東アジアでは、仏教徒から無宗教に転向した人や生涯無宗教の

成人のほとんどが最近お香を焚いている 

 

出典：2023年6月2日～9月17日にアジアの5つの地域の成人を対象に実施されたアン

ケート調査。詳細については、「方法論」をお読みください。 
「東アジア社会における宗教性と精神性」 

PEW RESEARCH CENTER 

寺院やパゴダによく行くと答えた各地域の成人の割合（%） 

再生が存在すると思うと答えた各地域の成人の割合（%） 

過去12か月以内に先祖供養をするためにお香を焚いたと答えた各地域

の成人の割合（%） 

仏教は行動の指針となる一連の倫理的な教えであると答えた各地域の

成人の割合（%） 
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いるが、元仏教徒（43％）や生涯無宗教者（44％）はこれよりも少ない割合である。 

つまり、人々が現在の宗教への所属と幼少期の所属をどのように説明するかは、その人の宗教的

信念と実践のレベルに一致する傾向がある。 
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本報告書のその他の重要な調査結果 

▪ 調査対象となった東アジアの 4 つの社会の成人の少なくとも5分の1と、隣接するベトナム

の成人の79% が、人生のある時点で祖先の霊が自分を助けてくれたと感じていると報告し

ている。（第5章には祖先との交流についての詳細が記載されている。） 

▪ この社会全体で調査に参加したほとんどの人々は、現在の宗教的アイデンティティとまっ

たく同じではないとしても、少なくとも 1 つの宗教的信念または哲学の「生き方」に個人

的なつながりを感じていると述べている。例えば、韓国のキリスト教徒の34%は仏教の生

き方に個人的なつながりを感じていると回答し、韓国の仏教徒の26%はキリスト教の生き

方につながりを感じていると回答している。(第2章では、生き方としての宗教と、複数の

伝統に対する人々の親近性について説明する。) 

▪ すべての宗教団体の大多数の成人が、仏教は「行動を導く一連の倫理的教え」、「自分が

属する文化」であり、「自分が従うことを選択する宗教」であると答えている。（第2章

では、調査回答者が仏教をどのように定義しているか、また仏教徒が「真の」仏教徒であ

るために重要であると考えるいくつかの信念と実践について詳しく説明している。） 

▪ この社会の人々、特にキリスト教徒は一般に、宗教を社会に前向きな力としてみなしてい

る。(第6章では、宗教と社会の交差点について詳しく説明する。) 

 

本調査結果の概要は、原文の英語版から翻訳されたものである。 

https://www.pewresearch.org/religion/2024/06/17/ancestor-veneration-funerals-and-afterlife-beliefs/
https://www.pewresearch.org/religion/2024/06/17/religion-as-a-way-of-life/
https://www.pewresearch.org/religion/2024/06/17/religion-as-a-way-of-life/
https://www.pewresearch.org/religion/2024/06/17/religion-as-a-way-of-life/
https://www.pewresearch.org/religion/2024/06/17/religion-politics-and-society/

